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に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
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令和４年度　学校評価　品川区立城南小学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

区学力定着度調査（令和5年4月実施）では、
各学年・教科について標準スコアを上回る。

区学力定着度調査では、各学年・教科について標準スコアを上回った。 A

各種学力調査結果分析に基づく改善策を明確に
し、各学年ごとに学習内容や指導法を工夫する。

・学力調査の分析をもとに、学年の課題として見えた事項について意識しながら指導
にあたった。
・学年で検討し、苦手部分を改善するような指導内容を考えながら取り組むことができ
た。

B

ノートや単元テストを適切に見とり、評価を個人指導に
生かす。確認用のミニテスト、復習用教材、フラッシュ
カードなどを開発・活用する。

・単元テストで明らかになった課題について、復習をしたり、個別指導をしたりした。
・ミニテストはeライブラリを活用して行い、個に応じた習熟を図った。
・毎時間の授業での振り返りの文章を添削して児童のタブレットに送った。 A

ＩＣＴ機器・デジタル教科書やを効果的に活用し、
どの子も理解できるユニバーサルデザインを意識
した授業を行う。

・デジタル教科書やタブレットを使用することで、視覚的に分かりやすく情報を提供できた。文字や音声情報だけで
は理解が難しい児童への助けになっている。
・ロイロノートの共有ノートを使い、お互いの成果を確認し合うことで、理解を促すことができた。
・ユニバーサルデザインを意識することに関しては、意識が低く改善する必要がある。

B

家庭学習カードを活用し、90％以上の児童が計
画的に家庭学習や読書をする習慣をつける。

・家庭学習カードで１週間の家庭学習の見通しをもたせることで、計画的に学習に取り組ませることができた。
・家庭学習に取り組む習慣はほとんどの児童は身に付いていて、読書もすすんで行っている。
・宿題について毎日チェックをし、本人や保護者に呼びかけて、全員が提出することができた。

A

i-checkにおいて「学校生活の中で、自分なりに考
えて発言していますか」等の発信力の項目で全国
平均を上回る。

i-checkにおいて「学校生活の中で、自分なりに考えて発言していますか」等
の発信力の項目で概ね全国平均を上回ったが、一部、下回る学年があっ
た。

B

朝の会や帰りの会でのスピーチ、学級会活動などを通
し、自分の考えや思いを表現することの良さに気付か
せる。

・朝の会、帰りの会でスピーチをする時間を作った。聞いている児童からの質問を受けさせ、聞きやすいスピーチを
目指すように指導している。
・朝の会・休み時間・帰りの会ごとに、係活動の計画表（発表の予約表）を記入させることで、係活動が活性化し、各
自の考えを生かして工夫した活動を展開した。
・朝の会のスピーチや学級会だけでなく、市民科や他教科でも積極的に話し合い活動を入れ、自己表現の良さを感
じることができるように努めた。

B

朝やミニ学習で暗誦、視写、文法、作文に計画的
に取り組み、語彙力や文章力を身に付ける。学習
発表会でその成果を示すことができる。

・サントレでは、漢字カードや漢字ゲーム、なぞり読みなど計画的に取り組み、語彙力や文章力の向
上を図った（低学年）。
・ミニ学習で暗誦・視写・漢字練習等を日々積み重ねることにより、語彙力は増えている。
・今後も字を丁寧に書くことを意識させていく。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・令和5年4月の区学力定着度調査では、各学年・
全教科で標準スコアを上回る結果となった。今後
は、発展的な学習の指導法についても検討する。
各授業の単元計画を検討し、発展的な学習の割
合を授業内で増やし応用力を身に付けさせる。
・ICTの活用は、教員による個人差が生じている。
ICT推進担当を中心に授業実践に関する研修を
行い、各教科における有効な活用について検討
し、実践していく。

・自分の考えを安心して発言するには、人の考え
をしっかりと受け入れる雰囲気が学級内にあるこ
とが大切である。引き続き、人の話を最後まで聞
くことを基本とした学級経営を行っていく。また、コ
ロナの影響により話し合い活動が制限されていた
ことから、教育活動全体において意図的・計画的
に設定することが必要である。話し合いの仕方に
ついても発達段階に応じて適切に指導を行う。

○自信をもってよく学ぶ子
ア　児童一人一人の実態を把握し、学習指導要領の内容を確実に身に付けさせる。
イ　ノート・プリント・タブレット等を活用し、学びの過程が児童にも分かるようにしながら、児童自身がＰＤＣＡサイクル
を活用し、学びの成果を実感できるようにする。
ウ　教材教具を工夫しながら興味・関心を広げ、学ぶことに意欲的に取り組ませていく。
エ　家庭学習の定着と読書の習慣化を図り、言葉で表現することに自信をもたせる。
オ　学校地域支援本部を活用して未来塾で補習に取り組ませ、学ぶことへの意欲を高める。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



令和４年度　学校評価　品川区立城南小学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

i-checkにおいてあいさつやきまりを守る等、規範
意識項目で全国平均を上回る。

i-checkにおいてあいさつやきまりを守る等、規範意識項目で概ね全国平均
を上回ったが、一部、下回る学年があった。

B

市民科学習を充実させる。教科書（道徳を含む）
と独自教材を効果的に活用する。

・道徳の教科書も併用し、自分の考えを深めることができるよう工夫することができた。
・市民科学習では、学年でやるべき内容を精査し、ICTなどで教材を作り取り組むことができた。
・市民科学習を充実させるためにワークシートを活用して行った。
・自己管理領域を中心として、１年生で学ぶべきことを身に付けさせるよう指導を行った。

B

東海Ｇの小中連携により、小中の一貫性を重視し
た市民科単元の開発および適切な評価に基づく
定着を図る。一貫プランを発展充実させる。

・一貫プランにかかわる内容を計画的に行うことができた。
・小中連携の視点での単元開発が今後の課題である。

B

i-checkを活用し、社会性や生活習慣に関わる項目に
おける個人の状況を見とり、重点的、継続的な指導に
より、ソーシャルスキルを向上させる。

・i-checkを活用して個人面談を行い今後の目標を保護者と共有した。
・結果を学年で共有しながら、改善を図ることができた。

B

生活アンケートで「友達と仲良くしていますか」の
項目で90％以上の肯定的な評価をしている。

「友達と仲良くしていますか」の項目で、全学級概ね90％以上の肯定
的な評価だった。

A

自然体験、社会体験を重ね、他者意識を育てる。
また、地域行事に参加し、地域への愛着心や奉
仕の精神を身に付ける。

・日光移動教室では自然との触れ合いや友達との関わりを深めることができた。
・おまつりごっこ・江戸切子体験等の活動を通して、地域への愛着心をもつとともに、
児童は地域に目を向けるようになった。 A

縦割り班活動、幼保小交流、児童生徒会ボラン
ティア活動を通して、リーダーシップやフォロワー
シップ、相手への接し方を学ぶ。

・縦割り班活動を通し、6年生としての自覚が芽生えたり、小さな子との関わり方について考えさせたりすることがで
きた。また、縦割り班清掃では、上級生が下級生に対して言葉をかける場面が多く見られた。
・城南ラリーでは、他者への接し方を学ぶことができた。
・相手の年齢や立場に応じた接し方を身に付けられるようになった。

A

子どもたちの人権感覚を高めるために教職員の
人権に対する意識を高める。

・児童の作品を掲示する際には、人権に配慮した内容になっているか、学級担任相互で確認をした。
・教員同士お互いを思いやり合いながら仕事を続けることができた。
・児童を「さん」付けで呼ぶ、人権を無視した発言をしないよう、学年で共通の話題にした。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・概ね達成しているが、学年によって規範意識項
目に差異が生じている。市民科学習の充実を図
るために、問題解決的な学習や道徳的行為に関
する体験的な学習を取り入れる等、授業改善を行
う。
・交流活動の制限が緩和され、小中との交流が行
われるようになった。これから生きていく上で必要
な資質能力を身に付けさせるため、児童生徒の
実態を共有した上で、小中連携の視点で単元開
発を行う。

・各学級において90％以上の児童が肯定的な回
答をしている一方、否定的な児童もいる。定期的
なアンケートや面談を実施し、実態の把握と適切
な支援を行う。
・本校の特色である縦割り班活動を充実させ、児
童同士の関係性を広げていく。また、リーダーシッ
プやフォロワーシップを実体験を通して学ばせて
いく。

○みんな仲良く助け合う子
ア　言語での伝達能力を伸ばすとともに、言語による自己コントロール身に付けさせ、良好な人間関係が結べる力を養う。
イ　規範意識・他者の尊重・自己肯定感など集団生活で欠くことができない力を身に付けられるような学級経営や専科経営を行
う。(市民科授業の充実)
ウ　幼稚園や中学校との連携を重視し、異年齢集団で培われる力を見通した教育活動計画を作成する。
エ　品川コミュニティ・スクールとして、学校支援地域本部を活用し、地域との連携学習を重視し、地域への愛着を育てる。（一貫
プランへの取組）

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①



令和４年度　学校評価　品川区立城南小学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

東京都統一体力テストにおけてすべての項目で
平均を上回る。

東京都統一体力テストにおいて、「20ｍシャトルラン」「ソフトボール投げ」で課題が見ら
れたが、その他は平均とほぼ等しい結果となった。

B

自らすすんで運動を行い、体力向上への意識を
高め取り組むことができる。そのためにテクニカ
ルアドバイザーを効果的に活用する。

・水泳やマット運動では、テクニカルアドバイザーと連携し指導することで、効果的な指導をすることができた。
・運動が苦手な児童もすすんで運動ができるように、スモールステップで自分に合った課題に取り組めるようにした。
・安全に配慮が必要な場面や運動が苦手な児童の対応などでテクニカルアドバイザーを活用して授業を行うことが
できた。

B

品川スポーツトライアルに取り組む機会を多くつく
り、各学年2種目以上でベスト10を掲示して、意欲
を高める。

・スポーツトライアルの実施計画に沿って、意欲を高められるように工夫しながら実施
していく。
・各学年が掲示された記録表を見て、意欲を高めていた。
・授業中や休み時間に時間を確保し、取り組んでいく。

B

「ワンミニッツエクササイズ」の取組を定着させ、
狭い範囲でも体幹を鍛える運動を工夫、実施す
る。

・毎日ワンミニッツエクササイズの宿題を出しており、9割以上の児童が前向きに取り組んでいる。
・家庭学習カードに「ワンミニッツエクササイズ」を組み込み、家庭でも日常的に取り組むことができるようにした。
・各家庭で取り組んでいる様子は、宿題カードへの記入で把握をした。 B

学習カードや体力テストの結果から自分の体力を
実感させ日々運動することの大切さに気付かせ
る。

・学習カードを活用することで、自分自身の変化に気付かせ、運動に継続的に取り組
むことの良さを感じさせることができた。
・結果から自分の体力を相対的にも実感している。 B

i-checkの生活習慣項目で80％以上の児童が肯
定的評価をする。

i-checkの生活習慣項目で概ね全国平均とほぼ等しい結果となった。 B

生活カードや講師を活用し、「早寝・早起き・朝ご
はん」を定着させる。また、体幹を鍛え、良い姿勢
で学習する。新しい生活様式の定着を図る。

・健康観察カードの活用により、「早寝・早起き・朝ごはん」を日常的に意識させることができている。今後も家庭と連
携しながら指導していく。
・授業中は、姿勢を正すように指示を出している。夏休み明けは姿勢が崩れる傾向があるが、毎日、指導をすること
で良い姿勢を続けられるようになった。

B

「虫歯や歯周病」「生活習慣病」「がん」「食育」な
どに関わる専門家と連携した授業により、知識を
深め、自己管理できる児童を育てる。

・養護教諭による保健指導を行うことで、健康に関する知識を深めることができた。
・本校校医がゲストティーチャーとして授業を行い、歯に関する知識を深めることができた。
・学級では、特に「食育」について給食の際に指導している。
・今後、専門家と連携した授業を行っていく。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・授業中、姿勢が悪い児童が見られる。保健の学
習を通して、正しい姿勢で学習することの重要性
を児童に考えさせるとともに、家庭と連携して繰り
返し指導を行う。
・「がん」や「食育」について専門家と連携をし、計
画的に進める。

○心も体も元気な子
ア　礼儀作法・正しい言葉遣い・節度ある生活習慣などを習得させ、礼節ある子どもを育てる。
イ　体力調査を分析し、得意な分野の指導と不得意な分野の指導方法の差別化を図り、確実な体力の向上に結び付ける。
ウ　児童自身の行動の振り返りを通して、最後までやり遂げる信念の強さを身に付けさせる。
エ　新型コロナウイルス感染拡大防止に徹底して取り組み、「新しい生活様式」が自然にできるように習慣化していく。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・特に課題があった2種目については、高い課題
意識をもち、体育の授業を中心に指導をしていく。
また、目標に向けてやり遂げる力を身に付けさせ
るようにする。
・「20ｍシャトルラン」については、外遊びを奨励
し、教員・友達と楽しみながら体力を向上できるよ
うにする。また、放課後や休日にも体力づくりにつ
ながる運動を行うよう保護者に呼びかけを行う。
・「ソフトボール投げ」については、単元計画の中
で投げる運動を多く取り入れる。その際、ICTを活
用し、投げる動作を撮影し、児童同士で修正・改
善ができるようにする。また、毎年、第3学年児童
を対象に外部講師を招聘し、正しい投球フォーム
でボールを投げることができるようにする。



令和４年度　学校評価　品川区立城南小学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

生活アンケート「学校生活が楽しいですか」という
項目で90％以上の児童が肯定的評価をする。

概ね90％以上の児童が、「学校生活が楽しい」と肯定的な回答だったが、一
部、目標に満たない学級もあった。

B

職員連絡会で配慮を要する児童の報告、情報を
共有を図り、生活アンケートでいじめと思われる
事例の0を目指す。

・生活指導連絡会で１週間で起こったトラブルやいじめに発展しそうな事案を報告し、共通理解を図った。
・生活アンケートを定期的に行い、必要に応じて個別に話を聞くことで、未然防止・早期発見に努めた。
・学年で何か問題があると情報共有しながら、教員が一丸となっていじめ0を目指している。 A

生活指導記録を作成し、全教職員で共有するとと
もに、次学年へ引き継ぎ、保護者と信頼し合い、
連携をする。事故防止への取組も実施する。

・記録をこまめにとることで、次年度以降に似た事例が起きた場合の対応に生かすこ
とができた。
・細かいことでも学年で共有し、全職員で共有して指導に生かすことができた。
・学級内で起こったトラブルは必ず保護者に連絡帳や電話で伝えるようにした。

A

いじめ根絶バッジの着用時などで、少しでも気に
なることについて児童に伝え、相手の気持ちを思
い、正しい言動を学ぶ。

・いじめ根絶バッジを着用させ、相手の気持ちを考えて言葉を発することを毎回伝え
た。
・バッジを定期的に着用することで、いじめ根絶に対する意識を低下させず、いじめに
ついて考える機会を作ることができた。

A

早期発見、早期対応を合言葉に、状況に応じて
「危機管理委員会」を開き、関係諸機関とも連携
し、100%解消する。

・早期発見を意識し、気になることはすぐに学年で共有している。
・児童の様子に変化があれば学年主任に話したり、本人に話を聞いたりした。
・状況に応じて「危機管理委員会」を開き、対応をしている。 B

早期に発見、組織的に対応し、100％解消する。
心配な事案が発生したときは、速やかに学年・管理職へ報告・連絡・相談を
し組織的に対応することができた。

A

早期発見、早期対応を合言葉に常にアンテナを
張る。状況に応じて「危機管理員会」を開き、関係
諸機関とも連携する。

・学年で気になる児童について報告・連絡・相談をし、対応を考えて行動することがで
きた。
・常に早めの情報共有を心がけ、対応した。 B

複数で対応し、事実を正確に把握した上で、速や
かに保護者にも連絡する。周辺児童からも情報を
しっかりと得られるようにする。

・学年・管理職とも連携し、正確に事実を把握し、その内容を速やかに保護者に伝えることで、早期に対応すること
ができた。
・児童への聞き取りは複数人で記録を取りながら行い、周辺児童からも話を聞きながら、状況を確認した。
・トラブルや相談は複数で対応して、問題解決を学年間で図れた。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・定期的なアンケート調査と「学校いじめ対策委員
会」を開催することにより、いじめの未然防止・早
期発見・解決を図っていく。全教職員が組織的な
対応を行うようにする。

重点目標

○深い児童理解のもと、児童の人間関係のゆがみの早期発見により、いじめの解消に役立て、全教職員で「いじめ
は絶対に許さない」という姿勢を強く打ち出す。
・児童の悩み対して、いつでも相談できる雰囲気や環境を構築する。（信頼される教師集団）
・職員連絡会で、配慮を要する児童についての報告をするとともに、生活指導記録を作成し、全教職員で共有すると
ともに、次学年、中学校への引き継ぎをする。
・年3回実施する生活アンケート結果を検討し、改善策を全教職員で共有する。
・管理職・生活指導主任・養護教諭・SC・当該学年が状況に応じて危機管理委員会を開き、関係諸機関、ハーツ、警
察等との連携をし対応していく。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・「学校生活が楽しい」と回答できていない児童が
一定数いる。定期的にアンケートを実施し、必要
に応じて聞き取りを行う等、丁寧に対応する。そし
て、聞き取った内容は、教員間で情報を共有し、
どんな支援ができるか複数で考えていく。また、
保護者にも連絡をし、学校での様子を伝え、コミュ
ニケーションを密にしていくようにする。
・児童が安心して学校生活が送れるよう、定期的
に教職員による安全点検を行い、休み時間の安
全な過ごし方について指導を行う。
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評価項目5　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

豊かな国際感覚とともに、日本の伝統・文化に興
味・関心をもった児童の育成

ALTやオーストラリアの子どもたちとの交流を通して互いの国の違いや良さ
を見つめたり、地域の文化や伝統工芸に触れ、地域への愛着をもつことがで
きた。

B

オリパラ年間計画をもとにアワード校として積極
的に取り組み興味・関心を深める。

・オリパラ年間計画をもとに、ボッチャ体験、ホッケー教室等、体験的な活動を行い、児童が意欲的に活動する様子
が見られた。
・東京オリンピック・パラリンピックが終わったがアワード校として、今後も授業等で児童に紹介をしていく。 B

「英語の授業は楽しい」と感じられるような指導計
画を作って実践し、日常的に英語に触れる。

・英語の授業は楽しいという雰囲気を作っている。
・JTEと協力し、英語を楽しく学習できる授業を行えるよう指導を工夫している。必要に応じて日本語で説明したり、モ
チベーションを高める言葉かけをしたりした。
・ネイティブのALTの発音やジェスチャーはとても刺激になっている。低学年から触れられるのは貴重な経験である。

B

外国や外国人に関心を寄せ、お互いの良さを伝
え合おうとする気持ちをもち、積極的に日本の文
化にも触れ、英語を学ぶ。

・ALTとの交流等を通して、外国の文化に触れ、関心を高めることができた。諸外国の文化を学習する機会を作っ
た。
・日本と外国の違いから児童の興味・関心をもたせるように指導した。
・英語の授業の中で、外国や外国人に関心を寄せる機会を多く設けた。

B

i-checkにおいて「お祭り等、地域の行事に参加してい
ますか」等の社会参画の項目で全国平均を上回る。

i-checkにおいて「お祭り等、地域の行事に参加していますか」等の社会参画
の項目で全国平均とほぼ等しい結果となった。

B

地域と連携した行事や授業を各学年で取り組む。
・消防団の方から話を聞いたり、江戸切子体験をしたりした（３年）。
・東海道歴史探訪やラグビー教室等、地域と連携した授業を行うことができた（６年）。
・地域と連携した行事に参加意欲を高めるために教科横断的に授業を構成した。

B

地域や学校の歴史や伝統に興味をもてるような
取組を行う。

・東海道歴史探訪等、地域の歴史や伝統に興味をもてるような取組を行うことができた（６年）。
・高学年として学校の紹介を行う動画を作る際、学校の歴史を振り返った（５年）。
・おまつりごっこ等の行事に加えて、開校記念日の歌を音楽の授業や給食の時間に歌わせたり聞かせたりした。

B

SDGｓの推進
今後も市民科の授業と関連させながら、日常的な取組について考えさせていく。自分
たちにできることを、学校生活の中から考えさせ、実践していく。

B

１７の大きな目標を知り、関心をもって学習に取組む。

・社会科等の授業と関連させたり、本を紹介したりした。
・低学年にも理解できる内容で指導を工夫する必要がある。
・目標について知り、関心をもつことができたが、授業内で十分な取組を行うことができなかった。

B

身近な取組を知り、自らの生活の課題を見付けら
れる力を養う。

・各教科で、SDGｓに関連する内容を取り上げ、自分の生活と結びつけて考えさせるようにした。
・身近な取組については知ることができたが、自らの生活の課題を見つけるという点では課題が残った。
・授業内でよりよい社会をつくっているために、行われている取組を取り上げる。その内容から、自分の取り組めるこ
とを考えさせた。

B

自らできることは何かを自覚し、実践する力を養
う。

・牛乳パックリサイクルや、給食の残菜を減らすことを毎日意識させた。
・市民科の授業と関連させながら、日常的な取組について考えさせた。
・三菱鉛筆のフォレストサポーター鉛筆は、１年生でも意識して取り組めるよい教材になっている。 B

○豊かな国際感覚をもつ児童の育成を図るとともに日本の伝統・文化に関する取組を充実させる。
○地域社会を大切にし、「ふるさと城南」の意識を育む。
〇SDGｓを推進し、地域社会の一員としての資質の向上を図る。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

③

・多くの体験的な活動を意欲的に行うことができ
た。学習の振り返りを丁寧に行うことにより、視野
を広げたり、将来への希望をもたせたりしていく。
イベント的な取組にとどまらず、継続的な実践を
行う。
・オンラインを活用して、オーストラリアの小学生と
交流を図ることができた。令和5年度は、イング
リッシュ・ウィークを計画し、1週間外国人と触れ合
えるような機会を作り、日常的に親しめるようにす
る。また、ALTの授業以外の活用についても検討
していく。

・市民科の指導計画にSDGｓの内容を組み込み、
教員が理解した上で、指導を行う。
・令和5年度よりSDGｓ委員会を立ち上げ、学校と
して推進を図り、全校朝会や掲示物を用いて自分
たちでできることを呼びかけていく。

②

・今年4年ぶりに地域のお祭りが開催され、多くの
児童が参加した。地域の行事に対する興味・関心
が高まるよう、地域の方を招いての授業を計画
し、地域社会を大切にする心を育てていく。


